
事故概要

• 平成28年１月15日１時52分頃、長野県北佐久郡

軽井沢町の国道18号碓氷バイパス において、乗客

39名を乗せて走行中の貸切バスが、約４ｍ下の崖

に転落した。

• この事故により、貸切バスの乗客13名並びに運

転者及び交替運転者の合計15名が死亡し、乗客22

名が重傷を負い、乗客４名が軽傷を負った。

• 事故は、碓氷バイパスの長い上り坂が入山峠で

終わり、一転して連続する下り坂を約１km 下った地

点で発生した。貸切バスは、片側１車線の下り勾配

の左カーブを走行中、対向車線にはみ出し、その

まま道路右側に設置されていたガードレールをなぎ

倒し、横転しながら約４ｍ下に転落した。
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☆ 運転者の選任にあたっては、運行形態に応じた指導・監督を行った上で十分な能力

を有することを確認

☆ 運転者に法令で義務付けられた健康診断及び適性診断を確実に受診させ、個々の

運転者の健康状態に応じた労務管理、運転特性に応じた適切な指導監督

☆ 運転者に対し、車両の構造や運行経路に応じた安全な運転の方法等を教育するとと

もに、添乗訓練を行い、運転者の運転技能等を十分に確認・評価

☆ 運行管理者には、運転者に対して点呼を確実に実施するとともに、運行経路や発着

時刻等を明記した運行指示書を手交し、安全な運行に必要な運行指示を徹底

☆ 運転者に、夜間の就寝時を含め乗客にシートベルトの着用を促すよう徹底

（国土交通省）

☆ 監査制度を充実強化し､監査において指摘された法令違反について、事業者が適切

な是正を行っているかを確認

☆ 貸切バスの事業許可更新制を導入し、安全管理体制が確保されているかを確認

☆ 民間機関を活用し、監査を補完する巡回指導等の仕組みを構築し、全貸切バス事業

者に対し、年１回程度の頻度で安全管理状況をチェック

☆ 事故は、貸切バスが急な下り勾配の左カーブを規制速度を超過する約95km/hで走

行したことにより、カーブを曲がりきれなかったために発生したものと推定される。

☆ 事故現場までの道路は入山峠を越えた後にカーブの連続する下り坂となっている

が、貸切バスの運転者は、本来エンジンブレーキ等を活用して安全な速度で運転すべ

きところ、十分な制動をしないままハンドル操作中心の走行を続けたものと考えられ、

このような通常の運転者では考えにくい運転が行われたため車両速度が上昇して車両

のコントロールを失ったことが、事故の直接的な原因であると考えられる。

☆ 同運転者は事故の16日前に採用されたばかりであったが、事業者は、同運転者に

健康診断及び適性診断を受診させていなかった。また、大型バスの運転について､同

運転者は少なくとも５年程度のブランクがあり、大型バスでの山岳路走行等について運

転経験及び運転技能が十分でなかった可能性が考えられる。このような同運転者に事

業者が十分な指導・教育や運転技能の確認をすることなく運行を任せたことが事故に

つながった原因であると考えられる。

☆ 運行管理者は、運行経路の調査をしないまま、不十分な運行指示書を作成・使用し

ており、運行前の始業点呼を実施せず、運行経路や休憩場所の選定が運転者任せに

なっていた。

☆ 事業者は、インバウンド観光の増加などでツアーバスの需要が大きく伸びた時期に

事業参入しており、事業規模の急激な拡大に運転者の確保・育成が追いつかず､安全
を軽視した事業運営を行ってきたことが事故につながった背景にあると考えられる。
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